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    獨 逸 通 信 第9

             小 田 大 吉

  田中先 生

  フランクフル トよ り

  南西獨逸 耳鼻咽喉科學會第25囘 集會

 3月7日 に フランクフル トか ら25キ ロほど離

れた タウ ヌス連山の裾の タアバー ド・ゾーデンの

「クアハウス」で此學會が開催 されました.6日 の

夜は8時 から 「ペ グニースング」.フオ ス教授は

「プ リバー ト」患者の小さい 「バロネス」が樣子が

惡いので,翌 日おそ く會場に見えま した.小 生は

シヨル ツ君の自動車で ゾーデンに行 き ま した.

フオス教授か ら,「 シュリフトシュテッレル」の レヨ

ペル教授(マー ルブル ク)ア ルブレヒ ト(チユービ

ンゲ)グ ラーエ(去 年シュ・トウッ ツガルト の新 し

い市民病院の耳鼻科長となつた)共 の他スピース

教授の門下に紹介 され ました.一 所に「ビール」を

飲んで居ます と,シ ュ トウッツガル トか ら來て居

る開業醫が,シ ッレルが カルル ス ・シューレに居

た時は醫學生だつた,そ して卒業試驗に落第 した.

其の問題が「迷路は液體を以て充 されて居 るか」と

云ふのだつた と云ふ樣 な話 をきかせて くれて面白

かつたです.其 の内フランクフル トか らよばれて

來て居た「オペラ」歌手の歌が終 ると,婦人 連 中は

踊 りた くなつたら しいですが,冬 の間,閉 鎖 され

て居た 「クアハウス」ですから 「カペレ」が居ませ

ん.座 長(こ れは專門醫でな く,バー ド・ゾーデン

の醫師會長が 「フオアジッ ツアー」 として世話を

して居 ました)が,『 踊 らうと思ふのですが,昔 樂

がないか ら,誰 方か御婦人の内で「ピアノ」をひい

て頂け ませんか』 と云ひますが,誰 も出ません.

ところが,こ のおぢい さん,『 それでは私が』 と

出て行つて,「 ウイーナ,ヴアル ツアー 」を彈きま

す,仲 々 うまい.皆 よろこんで しまつて,盛 に踊

 りま した.ウ フェ ノル デ教 授 は,仲 々よ 氣嫌 で,

 盛 に踊 つ て居 ま した.シ ヨル ツ君は,始 めは 「タ

 ン ツ」 なんか と云 つ て居 ま した が,其 の内,昔 の

「コレ ーギ ン」だ つ た と云ふ 女醫 夫 人 に5年 目 に會

つ た と云ふ の で,忽 ち前言 を 翻 して.盛 に踊 つ て

居 ま した.其 の 夜私は,シ ヨル ツ君 と ゾー デ ンに

宿 を と り,翌 日か ら始ま つ た學 術 演説 に 出席 いた

 しま した.演 舌は,

1. Herr Marx, (Wurzburg) Uber den Nach-

  weis der Genese der Meningitis.

2. Herr Richter, (Erlangcn) Uber Empyem-

  enbruch ins Innenohr.

3. Herr Schtmidt-Hackenberg, Karies des

  Jochbeins bei Mittelohreiterung.

4. Herr Mittermeyer (Freiburg) Zur Technik

  der Gleichgewichtdrehprufung.

5. Herr Sann, (Stuttsgart) Der Einfluss von

  Rontgenbestrahlung des Ganglion Stella-

  tum auf Horstorungen.

6. Herr Grabe, (Stuttsgart) Erfahrungen

  mit Fruhtonsillctomie.

7. Herr Weser, (Stuttsgart) Tonsillectemie

   ?? ei diphtherischen Folgezustand.

8. Herr Lobell, (Marburg) Facialisparesen-

  fruhsymptom.

9. Herr Voss, (F.a.M.) Interessantes aus

  der Begutachtung.等 で

其 の 他ま だ演題 は あ りま した が,演 説 しませ ん で

した.中 には 想像 的 な演 説 もあ り(5番 の如 き)又

長々 とや つて,聽 衆か ら遂に足 を 「ガ タガ タ」や ら

れて,(獨 逸人 は あ ま り行 儀 よ くな いで すね)ま た

頑 張 つて 笑は れ た り したの もあ ります が,一 般 に

演説 は齒 切れ が よ く,持 つ て來 て る材 料は 豊 富 で,

幻 燈 を盛 に用 ひ,討 論 が 實 に盛 で 仲々活 氣 が あ り

ます,9時 か ら始 まつて,11時 に20分 程 休 んで,
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「ツワイテ ・フリュー シユ トユック」を とり,又 始

めて,午 後1時 頃までや りま した.

 マル クス教授は,以 前,中 耳炎に罹つたことは

あるが,近 來何の病状 もなかつた ものが,急 に腦

膜炎の症状の下に死亡 したので,組 織的に檢査 し

て見ると,鼓 室には炎症は既に見 られないが,錐

髓骨蜂窩炎があ り,之 が硬腦膜内に破壞 して,腦

膜炎を起 して居る.所 が この「プロセス」は,一 方

後半規 管に破壞 して,極 めて新 しい迷路炎を起 し

て居る.若 しこの例が,死 亡直 前に耳鼻科醫によ

つて檢査 されたならば,恐 らくは迷路炎性腦膜炎

と診斷されるであ らうと述べ,臨 牀的に迷路炎性

腦膜炎と診斷 されるものの内には、斯 るもの もあ

り得ることを指摘 し,(同教授 も腦膜炎の原因と し

て錐體化膿を重視 して居 ます)面 白い標 本を示 さ

れ ましたが,こ の例は,死 亡埋葬後6週 間に して,

保險關係のため發掘鑑定を命ぜられて,發 掘後,

組織檢査を したのださ うですが,組 織のよ く保存

されてるのには驚きました.

 之に對 してヱル ランゲンの講師 リヒテル氏が,

其の教室の頭蓋内合併症117例 の統計を上げ,又

剖檢例中,錐 體骨蜂〓 より傳染せ るものが多かつ

たことを追加 し,(立 派な標 本を もつて居ま した.)

尚ほ其の傳染經過竝機轉に就て論 じ,(これ も面白

い標本を澤出示 しま した)更 に誘導性迷路炎の問

題に觸れますと,ウフ ェ ノルデ教授は立つて,小

兒の中耳炎の際の誘導性迷路炎の少 くない こと,

(「ラテンテオチチス」の剖檢倒で500%)竝 に自分

の組織的檢査の成績よりして,こ れを聾〓 の原因

として重視す可きことを強張 しますと,マ ル クス

教授は,ウフ ェ ノル デの云ふ所は興味深いことで

注意を要す るが,こ の ことは,病 理解剖の材料の

みを以ては論ぜ られ ない,臨牀的には50%も そん

な ものを認めることは出來ない と.結 局ウフェ ノ

ルデに反對 しました.

 次にリヒ ター氏は鼓室上〓前 上方,迷 路周圍,

迷路 下方.迷 路後方それより錐體骨尖端にか けて

蜂〓の發達 してる組織標本を澤山示 し(腦膜炎屍)

迷路内破壞を論 じ,手 術處置に就て殊に迷路周圍

蜂〓の發達状態及び其の徹底的な處置の必要 と其

の方法に就て論 じます と,い ろんな意見が出て,

大分盛 に應酬 しま したが,ウ フェ ノルデが,蜂 窩

は系統的に除かなきやいけない、何 でも簡單に根

治手術をやつたから好いと云ふ ものぢやないが,

迷路 と 「プルプス」の間に蜂窩がある時は,根 治

手術を行つてこれを追及 しなければ ならぬと云ふ

と,マ ル クス教授は,(こ の方は好いおぢいさんで

大分保守的な方 らしいですね)グ ラデ ニゴーの症

状群 も,よ く單に乳嘴竇開放で泊癒する,錐 體骨

蜂〓化膿の際 も「アントロ トミー」で充分なことが

多いと云ふと,ウフェ ノルデは又 「アントロ トミ

ー」後,更 に疼痛があ り,前 方よ り排膿ある際に

は根治手術の必要あることを 主張 し暫く押問答を

や りました.尚 ほ 「ペ リラピンテール」と「トラン

スラビンテール」を取 りまちがえて,見 當違ひの

討論をす るのが出たり して滑稽なこともあ りまし

た.

 次の中耳化膿の際顴骨の 「カ リエス」 と云ふ の

は,顴 骨内に異常に發達 した蜂窩に起因す る 「カ

リエス」と思はれ,皆 それを指摘す るのですが,

演者は大分時流を超えて開業 して るお醫者 さん と

見 え,頑 として中耳炎に關係がなかつた と主張 し

ま した.獨 逸に もこんなお醫者 も居るかなと思ひ

ま した.

 7番 の 「ヂフテ リー」後の扁桃腺摘出問題(要 す

るに保菌者及び「ヂ フテ リー」後麻痺に對 して,扁

摘をやれと云ふ ことですが)に は,問 題の性質上,

澤山討論があ りま したが,中 で,「バチレントレー

ゲル」では,口 蓋 扁桃腺 よりも,む しろ咽頭扁桃

腺に菌の殘つてることが少 くないから,「アデノ ト

288



雜 報 531

ミー」 も必要であると云ふ意見があ りま したが,

これは パル ンペツクで,咽 頭扁桃腺の 「ヂフテ リ

ー」の標本を澤山見た私には,成 程 と思はれま し

た.

 レベル氏は,顔 面神經麻痺の早期症伏 として,

著明な麻痺の現はれ る前に,瞬 の數が少 くなるこ

とを指摘 し,其 の3倒 を活動寫眞で示 しま した.

 グラーエは50幾 例の經驗を基礎 として,扁桃腺

周圍膿瘍に對 して,膿 瘍時に摘出 を して何の危險

もなかつた こと,又 摘出を怠つたために,全 身傳

染,共 の他の合併症を來た した經驗等を述ベて,

膿瘍を有す るものには.直 に扁桃腺摘出 を行ふ可

しと述ベ,こ れには色々討論質問がありま したが,

丁度其の時見えたフオス教授が,『諸君,今 討論 し

ておいでになるのは,「 アプセストンジレクトミ

ー」ですか』『さうです』.(こ の邊,學 會と云ふ よ

りも座談會と云つた樣な氣分です)『 さうか,そ

んな ら議論の餘地は ない.や つて御覧なさい.術

後の經過は好い し,いやなことは一つ もないから』

と.そ れで討論 もお しまひになりま した.

 最後 にフオス教授が,他 の 「ク リニック」で鑑

定 して,器 質的變化無 しとせ られたものを,自 分

の方で檢査 して見ると,器 質的變化があつたと云

ふ3例 の鑑定例をあげて,鑑 定に關する色々な注

意をのべられ ましたが,こ れは 「レンテン」問題

(「クリーグスレンテン」.「インヴア リー トレンテ

ン」等)の,や かま しい獨逸の社會的施設に關係

した問題 として興味をおぼえました.

 閉會後,「 クーアハウス」で畫食があつて出席 し

ましたが,フ オス教授は,こ の學會の創始者であ

るらしく,こ の會が25囘 目の由,此 席でフオス教

授は創設以來を囘顧 され,最 後に 『フオスを諸君

忘れないで くれたまへ』 と云 ひなが ら乾盃された

ので,殊 に出席の婦人連中よろこんで しまつて,

『今日のフ オス教授の演説は 「ニートリッヒ」だつ

た と話 しあつ て るの を き きま した.フ オ ス と云 ふ

方 は,皆 か らとて も敬愛 され て居 ら るる ら しい で

す ね.醫 師 會 長の お 孃 さん が、赤い 「カー ネー ショ

ン」 を澤 山 もつ て 來て,出 席 の婦 人連 中 に,1本

づ つ渡 した り,市 長が 演 説 した り,そ れ か ら午 後

は,タ ウ ヌスの山 の 中の パー ド・ケヨー ニッセシュ

タイ ンの 市長招 待 の お茶 に招 かれ て皆 で 出か け た

り,小 さい な が ら も,い か に も西 洋 の學 會 ら しい

氣 分で した.

 この機 會に ウ フェ ノル デ教授 に 見學 の こ とを た

の んで快 諾 を得 ま した.マー ル プル クには,去 年

金野 君(岩 手醫 專)が 行つ て,非 常 に好 い印 象 を

の こ した ら しぐ,先 生 もレ ョペル 氏 も,一 所 に 來

て た2人 の 助 手 も,懐 しさう にコ ン ノの話 を して

居 ま した.

 フ ラン ク フル トに來 た頃 は「カーニヴ アル 」の 舊

教 の 時期 で,2月 の9日 に は この 最盛 な催が あ り

ま した.學 生 もそ ち らに遊 び に行つ て た ら しく,

講 義 もい つ も100人 以上 の學 生 が,「ロー ゼ ンモ ン

ター ク」の 翌朝 は,20人 位 しか 居 ませ ん.フ オ ス

教 授 が 「プラ クチ カ ン ト」を 「ヘ ア」何 々,「 ヘ ア」

何 々,「 フロイ ライ ン」何々 ととはれ て も,居 ない

の が 多い.其 の度 に 先生 も,『 ヤ,エ ア,イ ス ト,

イ ン,マ イ ン ツ』『ア,ジ ー,ア ウ ホ』と云は れ る

の で,出 席 の 學生 皆 よ ろ こんで 笑つ て居 ま した.

 私 は ショル ツ君 夫 婦 と,一 晩 町の 樣 子を見 に 行

きま した.こ の 「プ ロテ ス タンテ イ ッシュ」の フ ラ

ソ クフル トで は,あ ま り 「カー ニ ヴァル 」は 盛 ぢ

や な い と云 ふ こ とです が,そ れ で も私 共 が見 る と,

岡 山 の春 のお 祭 りな ど よ り,よ ほ ど盛 で,大 人 か

ら子供 ま で假 装 して「マ ス ク」をか ぶ り,い た る所

の「ロー カル 」で踊 つて 居 ます.そ して 「カペ レ」が

「ライ ンレ ンダ ー」を奏 樂 して.群 集 は皆 腕を 組 ん

で 歌つ て居 ます.シ ョル ツ君 の妻 君 が 『何 と云 つ

て るか わか ります か と』 聞 きます か ら,能 く聞 い
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て見 る と 『ナッハ,ハ ヴゼ,ナ ッ ハ,ハ ウゼ,コ

ンメ ン,ウ イ ア……… ニ ヒ ト』 と歌 つ て居 ます

ロョー マ ペル ク(あ の立 派 な「ラー トハ ウ ス」の あ

る所,先 生能 く御存 じと思 ひ ます)の 一隅 で,5,

6百 年 前の 「バ ト リシ ア ン」の 家だ つ た と云 ふ,「 ル

ネ ッサ ン ス」 の建 物の 中の 酒 場で 暫 く座 つて,そ

れ か らも一つ の「カ フヱ ー」に行 つ て見 ま した が,

皆 面 白 さ うに踊 つ て居 ます.シ ョル ツ君 は 『令夜

は 澤 山 「フロ イ ン ドシャフ ト」が結 ば れ るだ ら う』

と妻 君 と囁いて 居 ま した.病 院 で も,「 キ ンダ ー ク

リニ ック」では,「 カー ニ ヴァル 」の間,子 供が 假

装 して よ ろ こんで 居 ます.

 フラン クフル トの 町は,日 曜 日毎 に歩 きま わ つ

て見 ま したが,マ イ ンの川 の岸 だ の,ロ ョー マ ー

ペ ル クを 中心 にす る中 世期 的 な家 だ の.古 いお 寺,

立派 な 「ゴー チ ッ ク」の 「ドーム」の 塔だ の,す つ

か り氣 に入 つて しま ひま した.

 ハ ンブル グでは,と て も寒 くて,暗 か つた 獨逸

も,2月 の 終 りに な る と段 々塞 さが5す らい で.

少 しづ つ 日が長 くなつ て來 ま した.雪 どけ で せ う

か,マ イ ン ッの 川 も増水し て.濁 流 滔 々 と して,

近 所 では 氾濫 した所 も あ るらし く,い つか の 岡山

の 洪水 を 思 ひ出 しま した.冬 が れの 淋 しい 河岸 の

景色 で したが,そ れ で も日 が 當 る と「ボ カボ カ」暖

く,早 く春 に なれば 好い な と思ひ ま した.

 市 立 の美術 館 に行 つ て 繪を 見 ま した.ヴ ァ ンダ

イ クの 「マ ドンナ」が,こ の 美術 館 で一 等 な繪 だ

ときいて 居 ま したが,實 際 見 る までは,こ ん な に

立 派 とは 思 ひ ませ んで した.其 の 他ルー ベ ンス,

デュ ー ラ ーの繪 が少 しづつ では あ りますが 見 られ

ます し,佛闌 西 の,後 印象派 の 繪が,大 分 あり ま

した.し か し一番 私 の 印象 に殘 つて 居 るの は,矢

張 ウ ア ンダ イ クの「マ ドンナ 」です.繪 畫 が,こ ん

な に人 の 心に 印象 を與 へ る もの とは思 ひませ ん し

た.こ れ が繪 のわ か る人 だつ た ら,ど んな に嬉 し

いでせう.尚 ほシュ タインハウゼン教授のお父 さ

んの繪を大分見ま した.伊 太利旅行中の,ゲョー テ

の肖像 … … ヴィア ・アビγを背景に した………

の繪の「オ リギナル」も此處にあ ります.ゲ ョーテ

の生家に も行つて見 ました.ゲョー テが7,8歳 の

時に改造 されて,「 詩 と眞實」 に書いてあるの と

は少 し變つて居るらしいですが.幼 い ゲョーテが

よ く廻りをのぞいて居た と云ふ〓 のあたり.ゲ ョ

ーテが ワイマールの宮廷に行 くまで,幾 多の作品

を物 した書齋など,隨 分以前よんだ 「詩と眞實」

を思ひうかべながら歩 きまわ りま した.其 の頃の

富有な,「 フランクフル ター」の住宅 として見 るだ

けで も,興 味深いものがありま した.

 フランクフル トは又古い獨逸を示す と共に,新

興獨逸の姿を ももつて居 ます.I.G.の大 工場が

ある(これは見に行 きませんでしたが)大 きな 「フ

ルーグスハーフェ ン」があ り,「ツエッペ リン」の

格納庫があります.そ して フランクフル トは,「ラ

イヒス・アウ トバーン」工事の起點であ り,又 失 業

者に材料を貸 し,専 門家が指導 して自分 で建てさ

せ,幾 年か少 しづつ拂ひ戻せば自分のものになる

と云ふ,小 さい住宅地等,新しい 獨逸 の姿の 一片

を見る事が出來ま した.

 ショル ツ君は仲々深切で,自 分の自動車で,(獨

逸人は金が無い とか.生 活が苦しい とか云ひます

が,「 クリニック」でも,教 授は大抵立派な家を持

つて,立 派な自動車を持ち,「 オーベルアル ット」

も大抵自動車を持つて居ます し,「アシステント」

諸君 も,「セカンドハン ド」なが ら,自 動庫を持つ

てるのが澤山有 ります)日 曜日には方々連れてつ

て呉れ ま した.タ ウ ヌスの山の中の温泉,バ ード・

ナ ウハ イ ム,バ ー ド・ケ ョーニ ッ ヒシュ タイ ン等 に

お茶 を飲 み に行 き ま した.フ ラ ン クフル トは,少

し春ら しくなつ て も,こ の山 の中 に は深 い 雪が あ

りま した.獨 逸 人は 遠足 が 好 きで す が、 向ふ に 行
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つて も食物は持つて行つて,「カフエー 」で「カフ

エー」 をとつて飲むだけだ し,皆 自分の分を拂つ

て濟 しこんで居 りますか ら,獨 逸人との交際は,

金もかか らない し,氣 兼ねがな くつて好いです.

ケョーニッヒスシュ タインの近 所 に は,大 戰後

フラ ンスの駐屯部隊の兵營であつて,今 は 「アル

バイ トデイー ンス ト」の宿泊所になつて居ると云

ふ建物を,シ ョル ツ君指 しなが ら 『自分達が食べ

るもの もなく,穿 く靴 も無かつたのに,佛 蘭西人

は,こ んな建物 を我々の金で建てたんだ』 と其の

頃の苦 しさを述懷 して思ま した.

 ケヨーニッ ヒスシュ タインには又古い城の廢墟

があります.こ れに7年 戰爭の時に,佛 蘭 西人に

爆破 されたのださうですが,綺 麗 な「ルイネ」で,

上か ら見ると遙か向ふに,フ ランクフル トが見え

て好い景色です.

 又教室 の事にかへ りますが,教 室を見學 して る

と,何 時どんな患者が來るか分らない し,又 夜で

も何時で も來るか ら呼んで下 さい と云つて も,獨

逸人の考へに依 ると,夜 はそんな勉強の時ではな

いら しく,遠 慮 して呼 んで くれません.仕 方がな

いか ら,夕 方の「デイーンス ト」に も行つて,教 室

でやつて る事をすつか り見 ようと云ふ事に して,

日曜以外は,夜 も畫も晝寝 と夜寢る時の外は,病

院に居ま した.面 白い手術は,大 抵夜時間外です.

手術場の看護婦が 『プロフエッサ ー!一 體貴下は

何時 も病院に居て,何 時夜の生活を樂むんだ?』

と聞きます.『 仕事が第 一だら うと』 申 します と,

『「ナハ ト・レーベン」を樂 まない ものは,大 人ぢや

ない.「 プロフエッサー」は子供の生活を してるん

だ.ま あ,フ ランクフル トは田舍だから好いが,

ウイーンに行つて,今 の樣な事を したら駄 目です

よ』 と云ひます.小 生,大 人ぢやないと云ふ事に

されて しまひました.そ れで も土曜に,シ ョル ツ

君 と2度 「オベ ラ」を見に行 きま した.フ ランク

フル トの昔の榮華を偲ばせ る樣な立派 な「ロココ」

風の,内 部の装飾は ウンテル ・デン ・リンデンの

「オペ ラハウス」よ りも小 さいが,よ り立派な樣に

思ひま した.1度 は カルメン.と て も 「テンペラ

メン トフオル」なカルメンで,私 の道心 あや しく

亂れ さうに思ひました.

 フランクフル トの教室はまだ見て居て も見 る甲

斐があると思 ひましたが,い づれ月末にはフ オス

教授は退職 されます し,(併 し驚いた事には15日

に私がお暇乞ひする迄,ま だ後任が定つて居ませ

んで した.色 々の政治的意味があるらしいです.)

16日 には渡邊傳次君が伯林に來ますか ら,其 の下

宿の世話に歸 りたい と思ひま して,15日 ぎりぎり

まで居てお暇乞ひを しま した.フ オス教授のお宅

にと思ひま したが,奥 さんが御病氣だ さうですか

ら教室で御挨拶をして失禮 しま した.フ オス教授

は大變親切な方で,15日出 發する眞際まで,色 々

と見せて下すつて,何 だか昔から存 じ上げてる方

の樣な氣が しま した.妙 なもので,改 つて話 され

た り,あ ま り親 しくない人から話 される獨逸語は,

私の耳には東京の言葉で應待 してる樣な氣持で聞

かれ,そ れに反 して.非 常に親切に話 され ると,

それが何だか岡山の言葉か,郷 里の訛 りで話され

てる樣に思はれ るのです.そ れでフオス教授が何

か話 されると,私 は何時でも岡山辯で 『あんた,

か うしんさい』 と云つた調子で話 しかけられて る

樣な錯覺を始終おこ しま した.フ オスと云ふ方は

特別に親 切な方だと,後 でレペル氏 も話 して居ま

した.バ ー ド・ゾーデ ンの學 會 で も,始 め私に

『ジー,ジ ント,フ ロイン ドリッヒ,ア インゲラー

デン』と申されま したが,私は唯會費3馬 克を拂は

な くつて好いと云ふ 事だ らうと思つて居ますと,

ショル ツ君がついて居て,「 ホテル」から食事ま

で拂つて しまつて,私 にどうして も拂はません.

フオス教授のお客と云ふ事になつて るさうです.
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全 く恐縮 しました.厚 くお禮を申 し上げ,後 で又,

日本から取 り寄せた陶器を贈つておきま したが,

大變恐縮 しま した.愈 々お暇乞ひの時に,『 田中

教授によろしくお傳へ下さい.そ れか ら久保教授

にもよろしく』 と云ふ事 でございま した.遲 くな

りま して何 とも申譯ありまぜんが,こ こにフオス

教授の 「グルー ス」をお傳へ致 します.

 伯林に歸つてからお禮状を書き,御 所望頂いた

私の寫眞を1薬 贈 りま した所,鄭 重なる御返事を

頂 き,其 の中に 『貴君が歐洲人化 して るから,こ

の寫眞を貴君の 「セ フ」が見られたら驚かれるだ

らう』 と書いて ありま した.(1葉 御覧に入れま

す)尚.矢 張 り3月31日 に,「エ ミリテイーレン」

された らしく,4月1日 から「ルーヘ,ツー シュタン

ド」に入つたと書いてあ りま いた,後 任はチュー

ビンゲンのアルブレヒトの 「オーベル アルッ ト」,

「プロフエッサ ー」 シュ ワル ツ― これは 「モル

フォルー グ」で主に遺傳をやつて る人― がなり

ま した.尚〓 私がお禮状の中に,さう 感 じた儘,

「佛心鬼手」の事を紹介 しました.『 日本人は,醫

師の精神 と醫術の 「グライヒニス」をさう解釋す

るのです.そ して貴下の所で 「ホスピティーレン」

して る間,貴 下のなさ る事は,何時 も私にこの我々

の 古い格言思 ひ出させま した』 と書きました所,

ショル ツ君に後で會ひます と,フ オス教授は,小

田が こんな手紙を寄越 した と云つて,何 時か招待

の時に讀んで聞かされたさうです.
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